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夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会
運
営
委
員
会

　

大
会
委
員
長 　

 

山
中
博

皆
様
、
平
素
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
7
年
夏
祭
り
、
盆
踊
り
大
会
大
会
委
員
長

の
山
中
で
す
。

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
今
年
も
第

4
回
目
の
盆
踊
り
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
年
々
拡
大
し
て
い
く
セ
ブ
島
で

行
わ
れ
る
こ
の
盆
踊
り
大
会
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

と
日
本
人
の
架
け
橋
と
な
り
、
素
敵
な
異
文
化
交

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
セ
ブ
に
い
る
子
ど
も
た
ち

が
思
い
っ
き
り
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
開
催
し
ま
し
た
盆
踊
り
大
会
で
は
、

2
日
間
で
2
万
3
千
人
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
盆
踊
り
大
会
の
変
遷
を
簡
単
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

第
1
回
盆
踊
り
大
会
2
0
1
4

　

こ
の
盆
踊
り
大
会
は
2
0
1
4
年
、
日
本
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
親
善
・
交
流
を
深
め
る
た
め
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
当
時
、
在
留
者
、
学
生
、
長
期
滞

在
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
、
国
籍
、
年
齢
、
企

業
や
団
体
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
セ
ブ
島

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
有
志
が
集
ま
り
「
日
比
交
流

委
員
会
」
を
設
立
。
日
本
人
が
一
堂
に
会
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
子
供
た
ち
が
思
い
っ
き
り
楽
し
め
る
、

こ
の「
日
比
交
流
・
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

予
想
を
大
き
く
上
回
る
1
1,
0
0
0
人
の
来
場

者
が
あ
り
、
大
成
功
で
終
わ
り
ま
し
た
。

【
2
0
1
4
年
度
の
動
画
を
下
記
よ
り
ご
覧
く
だ
さ

い
】

h
ttp

s
://w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/

w
atch?v=

qpW
Q

fekkiIQ

■
第
2
回 

盆
踊
り
大
会
2
0
1
5
■

　

第
2
回
大
会
よ
り
、
セ
ブ
ト
ッ
プ
様
の
ご
協
力

に
よ
り
セ
ス
ナ
機
を
利
用
し
た
天
空
か
ら
の
フ
ラ

ワ
ー
ド
ロ
ッ
プ
の
演
出
か
ら
大
会
を
開
始
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
会
場
に
は
セ
ブ
の
日
系
企
業

や
語
学
学
校
を
中
心
に
、
1
0
0
店
舗
近
い
出
店

が
立
ち
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
の
ソ
ウ
ル
フ
ー

ド
と
い
っ
て
も
よ
い
焼
き
そ
ば
や
お
好
み
焼
き
、

ラ
ー
メ
ン
に
豚
丼
な
ど
な
ど
、
本
格
的
な
日
本
食

が
手
軽
な
値
段
で
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
口
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
日

本
食
に
、
会
場
を
訪
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
大
満

足
の
様
子
で
し
た
。
第
1
回
を
大
き
く
上
回
る

1
8,
0
0
0
人
の
来
場
者
で
日
本
文
化
を
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
来
ま
し
た
。

【
2
0
1
5
年
度
の
動
画
を
下
記
よ
り
ご
覧
く
だ
さ

い
】

h
ttp

s
://w

w
w

.y
o

u
tu

b
e
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o

m
/

w
atch?v=

y21H
1Q

5jYm
g

■
第
3
回 

盆
踊
り
大
会
2
0
1
6
■

　

日
比
交
流
委
員
会
主
催
か
ら
日
本
人
会
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
多
方
面
か
ら

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
さ
ら
に
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
こ
の
年
に
は
国
交
正
常
化
6
0
周
年
友
好
年

事
業
と
し
て
日
本
大
使
館
よ
り
認
定
も
頂
き
ま
し

た
。

【
2
0
1
6
年
度
の
動
画
を
下
記
よ
り
ご
覧
く
だ
さ

い
】

h
ttp

s
://w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/

w
atch?v=

40eTlg4XvY4

■ 

第
4
回
盆
踊
り
大
会
2
0
1
7
■

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
を
見
て
も
こ
れ
だ
け
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
は
数
少
な
い
も
の
で
す
。
昨
年
ま
で
は

日
本
の
お
盆
に
ち
な
み
8
月
中
旬
に
開
催
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
8
月
は
雨
期
の
た
め
開
催
に
当
た

り
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
５
月
は
乾

期
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
学
生
が
夏
休
み
期
間
中
で

す
。
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
々
が
参
加
で
き
る
こ
と

と
考
え
る
と
今
年
は
5
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
3
万
人
を

超
え
る
来
場
者
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
成
功
す
る
為
に
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
■

●
餅
つ
き
大
会　

●
吉
本
の
漫
才　

●
プ
ロ
演
歌
歌
手　

●
空
手
の
演
舞　

●
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト　

●
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト　

●
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト　

●
豆
ま
き
（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ま
き
）　

●
シ
ノ
ロ
グ
ダ
ン
ス　

●
ヨ
サ
コ
イ
ダ
ン
ス　

●
お
神
輿　

●
大
抽
選
会　

●
大
花
火
大
会
、

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
を
行
う
予
定
で
す
。

■
本
年
度
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
１
）
■

　

プ
ロ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

火
付
盗
賊

【
動
画
を
下
記
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
】

h
ttp

s
://w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/

w
atch?v=

YVnS0bFJ2RA#
t=

168

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.firebandit.net/official/

firebandit.htm
l

■
本
年
度
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
２
）
■

和
太
鼓GO

CCO

【
動
画
を
下
記
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
】

h
ttp

s
://w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/

w
atch?v=

aj5rzc5KL24

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://jp.gocoo.tv/

2
0
0
9
年
に
は
、N
e
w
s
w
e
e
k
誌
の
「
世

界
が
尊
敬
す
る
日
本
人
1
0
0
」
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

ご
寄
付
の
ご
協
力

今
回
、「
大
会
委
員
長
」
と
い
う
身
に
余
る
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
、
日
本
人
会
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、

日
本
人
の
み
な
ら
ず
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
あ
る
中
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
笑
顔
を
作
り
だ
す
た
め
に
、
熱

意
と
情
熱
を
持
っ
て
、
準
備
を
進
め
て
く
れ
て
い

ま
す
。
当
日
は
浴
衣
を
着
た
日
本
人
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
が
た
く
さ
ん
訪
れ
、
一
見
そ
こ
が
日
本
で
あ

る
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
光
景
で
す
。
会
場

の
中
心
に
建
て
ら
れ
た
櫓
を
取
り
囲
み
、
日
本
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
一
緒
に
な
っ
て
笑
顔
で
踊
る「
東

京
音
頭
」、
そ
の
後
の
「
神
輿
の
練
り
歩
き
」
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
は
止

ま
り
ま
せ
ん
。
是
非
皆
様
も
直
接
会
場
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
一
緒
に
盆
踊
り
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？

さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
素
敵
な
盆
踊
り

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1.
名
称
：
夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会
2
0
1
7

2.	

開
催
日
程
：
2
0
1
7
年
5
月
2
7
日　

　
　
　
　
　
（
土
）
～
5
月
2
8
日
（
日
）

3.
会
場
：

　
　
　

S
R
P 

S
u
g
b
o 

G
r
o
u
n
d                          

　
　
　

シ
ニ
ア
担
当　

安
藤
尚
子

　　

 

３
月
2
6
日
、
タ
リ
サ
イ
市
海
岸
に
て
セ

ブ
島
防
衛
で
命
を
落
と
し
た
日
本
軍
将
兵
ら
の

慰
霊
を
し
て
き
ま
し
た
。 

現
在
、
そ
の
海
岸

は
地
元
人
々
で
賑
わ
う
ビ
ー
チ
と
な
り
、
す
ぐ

脇
に
は
A
m
e
r
i
c
a
n 

l
a
n
d
i
n
g 

m
o
n
u
m
e
n
t
が
あ
り
ま
す
。 

7
2
年
前
の

1
9
4
5
年
3
月
2
6
日
早
朝
… 

セ
ブ
市
の
南
に

あ
る
タ
リ
サ
イ
沿
岸
に
見
慣
れ
ぬ
艦
艇
2
0
隻
余

り
が
現
れ
ま
す
。
米
海
軍
の
上
陸
用
艦
艇
で
す
。 

午
前
7
時
、
米
軍
の
空
海
両
面
の
一
斉
射
撃
が
始

ま
り
ま
し
た
。
タ
リ
サ
イ
海
岸
線
に
対
す
る
艦
砲

射
撃
、
そ
し
て
空
か
ら
は
グ
ラ
マ
ン 

機
に
よ
る
波

状
攻
撃
で
、
そ
れ
ま
で
は
静
か
で
あ
っ
た
セ
ブ
市

街
は
一
瞬
に
し
て
火
の
海
と
化
し
ま
し
た
。 

激
し

い
砲
爆
撃
の
援
護
を
受
け
て
、
米
軍
の
ア
メ
リ
カ

ル
師
団
（
後
の
第
2
3
歩
兵
師
団
）
が
タ
リ
サ
イ

海
岸
に
上
陸
、
日
本
軍
と
米
軍
の
激
戦
は
夕
刻
ま

で
続
き
、
双
方
共
に
相
当
の
被
害
を
出
し
て
第
一

日
目
は
暮
れ
ま
し
た
。

 

当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
の
一
翼
を
担
っ
た
原
田

覚
海
軍
少
将
は
、
第
3
3
特
別
根
拠
地
隊
司
令
官

と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
の
た
め
セ
ブ
島
に
基
地

を
設
け
て
い
ま
し
た
。 

セ
ブ
島
は
日
本
軍
の
ビ
サ

ヤ
諸
島
防
衛
の
中
心
拠
点
で
、
第
3
5
軍
司
令
部

と
後
方
部
隊
で
あ
る
航
空
機
整
備
員
や
野
戦
病
院

職
員
、
憲
兵
な
ど
の
兵
力
1
4,
5
0
0
人
余
り

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
の
占

領
を
目
指
す
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
米
軍
司

令
官
の
方
針
に
よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
南
部
一
帯

の
解
放
を
目
的
と
し
た
「
ヴ
ィ
ク
タ
ー
作
戦
」
を

立
案
し
ま
す
。

 

「
ヴ
ィ
ク
タ
ー
1
号
作
戦
」
は
、
ネ
グ
ロ
ス
島
北

西
部
及
び
パ
ナ
イ
島
に
対
す
る
計
画
、「
ヴ
ィ
ク

タ
ー
2
号
作
戦
」
は
、
セ
ブ
島
や
ボ
ホ
ー
ル
島
に

対
す
る
計
画
、「
ヴ
ィ
ク
タ
ー
3
号
」
は
パ
ラ
ワ

ン
島
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
戦
い
と
南
シ
ナ
海
の
通

商
破
壊
に
利
用
す
る
た
め
の
航
空
基
地
設
置
の
意

図
で
侵
攻
す
る
計
画
と
な
り
ま
し
た
。 

連
合
国
軍

の
上
陸
ま
で
の
間
、
第
3
3
特
根
の
特
殊
潜
航
艇

は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
海
で
連
合
軍
艦
船
攻
撃
や
要
人

輸
送
を
活
発
に
行
い
、
8
隻
の
特
殊
潜
航
艇
を
も
っ

て
リ
バ
テ
ィ
船
「
オ
リ
バ
ー
・
ケ
リ
ー
」
を
含
む

巡
洋
艦
や
輸
送
船
な
ど
2
0
隻
を
撃
沈
し
戦
果
を

記
録
し
ま
し
た
。 

日
本
軍
は
弱
体
な
戦
力
の
わ
り

に
激
し
く
抵
抗
し
ア
メ
リ
カ
ル
師
団
長
を
驚
か
せ
、

米
軍
の
損
害
は
日
本
側
の
損
害
に
比
べ
れ
ば
か
な

り
少
な
い
数
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ビ
サ
ヤ
諸
島
の

戦
い
で
は
最
大
と
な
り
ま
し
た
。 

6
月
下
旬
に
は

島
の
主
要
部
の
制
圧
を
終
え
た
と
判
断
し
た
米
軍

は
正
規
部
隊
に
よ
る
攻
撃
を
停
止
し
、
装
備
の
貧

弱
さ
も
あ
っ
て
米
軍
の
猛
攻
に
は
な
す
術
も
な
く

退
却
を
重
ね
山
地
に
逃
げ
込
む
日
本
軍
に
向
け
て

現
地
人
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
掃
討
が
行
わ
れ
た
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
セ
ブ
島
諸
隊
は
大
東
亜
戦
争
終
戦
の

8
月
頃
ま
で
ゲ
リ
ラ
と
戦
い
続
け
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会

　
　
　

タ
リ
サ
イ
慰
霊
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シ
ニ
ア
担
当 

安
藤
尚
子

 

3
月
1
9
日
（
土
）、
春
の
墓
参
り
が
リ
ロ
ア
ン
に
あ

る
セ
ブ
日
本
人
墓
地
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

現
在
1
0

人
の
日
本
人
が
永
眠
さ
れ
て
い
ま
す
。 

” や
ま
な
み
と 

海
原
越
え
る
こ
の
想
い 

今
解
き
放
た
れ
て 

悠
久
に
あ

そ
ぶ 

” 「
彼
岸
」
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
(
古
代

イ
ン
ド
語
)
の
「
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
」
の
漢
訳
「
到
彼
岸
」

の
略
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
国
立
天
文
台
の
予
測
し

た 「
春
分
の
日
」「
秋
分
の
日
」 
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
り
、

真
西
に
沈
む
日
を
彼
岸
と
定
め
て
い
ま
す
。 

日
本
仏

教
で
は
、
春
・
秋
の
お
彼
岸
に
先
祖
供
養
を
す
る
事
は

大
切
な
行
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 
彼
岸

に
先
祖
の
お
墓
参
り
を
す
る
と
い
う
習
慣
は
、
仏
教
が

誕
生
し
た
イ
ン
ド
に
は
無
く
日
本
特
有
な
も
の
で
す
。 

日
本
で
彼
岸
と
い
う
習
慣
が
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
背

景
に
は
、
日
本
固
有
の
神
道
や
自
然
信
仰
の
日
願
に
由

来
す
る
考
え
方
や
習
慣
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。 

日
願
と
は
日
に
願
う
と
さ
れ
、
天
皇
の
ご
先
祖
と
さ
れ

る
天
照
大
御
神
は
太
陽
神
と
し
て
伊
勢
神
宮
の
内
宮
に

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
願
は
太
陽
神
の
天
照
大
御
神

に
、
一
般
人
は
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
、
ご
縁
な
ど
を

願
い
、
役
人
た
ち
は
国
の
繁
栄
や
安
泰
、
勝
利
を
感
謝

し
願
う
こ
と
だ
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、春
分
・

秋
分
の
日
に
は
皇
霊
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
こ
の
日
は
宮

中
皇
霊
殿
に
お
い
て
天
皇
が
歴
代
の
天
皇
は
じ
め
皇
族

方
の
御
霊
に
鎮
魂
の
祈
り
を
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。 

ま

た
、
太
陽
が
沈
む
西
の
彼
方
に
「
極
楽
浄
土
」
が
あ
る

と
い
う
仏
教
の
思
想
が
な
じ
み
や
す
く
、
ご
先
祖
の
魂

を
し
ず
め
、
安
息
と
感
謝
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、
お
墓
参

り
を
す
る
日
本
特
有
の
習
慣
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ

で
、
彼
岸
＝
日
願
は
春
・
秋
の
お
彼
岸
と
太
陽
の
動
き

に
関
係
性
が
生
ま
れ
、彼
岸
と
神
道
が
融
合
し
ま
し
た
。 

普
段
な
か
な
か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
お
墓
参
り
… 

先
祖
を
敬
い
、
供
養
す
る
古
き
よ
き
日
本
特
有
の
習
慣

と
し
て
、
彼
岸
に
は
ご
先
祖
さ
ま
へ
敬
愛
の
思
い
を
伝

え
に
で
か
け
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
　
　

元
日
本
人
会
理
事 

安
藤
尚
子 

初
め
て
子
供
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
訪
れ
た
の
は
2
0
1
2

年
の
夏
休
み
で
し
た
。 

一
ヶ
月
程
滞
在
し
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
印
象
は 

英
語
が
話
せ
る
、
年
中
暖
か
い
、
花
粉

症
が
な
い
、
物
価
が
安
い
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
経
済
成

長
真
っ
只
中
、貧
富
の
差
が
大
き
い
…
で
し
た
。 

ま
た
、

戦
史
や
戦
跡
に
興
味
の
あ
る
私
に
と
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
大
東
亜
戦
争
の
激
戦
地
で
あ
り
、
多
く
の
日
本
将

兵
が
命
を
落
と
し
た
場
所
で
あ
り
、
慰
霊
碑
も
数
多
く

建
立
さ
れ
て
お
り
、
格
別
な
思
い
の
あ
る
国
で
も
あ
り

ま
し
た
。 
子
育
て
を
す
る
中
で
、
平
和
な
日
本
に
い

て
は
視
野
が
狭
く
な
る
、
日
本
古
来
の
道
徳
心
が
薄
れ

つ
つ
あ
る
、
日
本
の
環
境
が
当
た
り
前
と
な
り
感
謝
を

感
じ
な
い
…
と
危
惧
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
色
ん
な
事
を
子
供
に
肌
で
感
じ
さ
せ
、
学
ば
せ

る
に
は
教
材
の
宝
庫
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

何
よ
り
も
、

イ
ジ
メ
や
悩
み
で
自
殺
し
て
し
ま
う
日
本
の
子
供
の
メ

ン
タ
ル
の
弱
さ
は
私
の
最
大
の
課
題
で
し
た
。 

史
上

最
大
の
海
戦
と
言
わ
れ
た
レ
イ
テ
沖
海
戦
の
あ
っ
た
レ

イ
テ
島
に
は
、
故
郷
を
想
い
飢
え
と
病
気
と
闘
い
な
が

ら
命
を
落
と
し
た
将
兵
ら
の
慰
霊
碑
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。 

ル
ソ
ン
島
に
は
、
2
0
歳
前
後
の
若
者
達
が
神
風

特
別
攻
撃
隊
と
し
て
出
撃
し
た
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
基
地
が

あ
り
ま
し
た
。 

セ
ブ
島
に
も
、
旧
日
本
海
軍
基
地
が

あ
っ
た
場
所
に
セ
ブ
観
音
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

亡
く
な
っ
た
将
兵
の
ほ
と
ん
ど
が
大
正
生
ま
れ
の
2
0

代
の
若
者
で
し
た
。 

当
時
の
若
者
ら
に
比
べ
れ
ば
、
今

の
日
本
は
物
に
溢
れ
、
食
べ
る
こ
と
に
事
欠
か
さ
ず
、

平
和
で
、
自
殺
？
イ
ジ
メ
？
何
を
甘
っ
た
れ
て
い
る
？

と
嘆
き
た
く
な
り
ま
す
。 

と
言
う
わ
け
で
、
子
供
と

一
緒
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
移
住
計
画
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
我
が
子
達
は
異
国
で
も
ひ
る
む
事
な

く
直
ぐ
に
生
活
や
ス
ク
ー
ル
に
馴
染
ん
で
く
れ
ま
し

た
。 

そ
し
て
、
ス
ク
ー
ル
の
休
み
を
利
用
し
て
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
各
地
に
あ
る
慰
霊
碑
を
周
り
、
一
緒
に
英
霊
に

手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。 

セ
ブ
日
本
人
会
で
も
、
8
月
は

マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
ホ
テ
ル
で
の
終
戦
記
念
慰
霊
祭
、
1
0

月
は
レ
イ
テ
島
で
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
上
陸
記
念
式
典
と

慰
霊
ツ
ア
ー
、
3
月
は
タ
リ
サ
イ
市
の
ア
メ
リ
カ
上
陸

記
念
式
典
と
慰
霊 

と
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
も
含
め
、
戦
争
を
経
験
し
て
い
な
い
子
供
に
と
っ

て
、
実
際
に
戦
地
に
行
っ
て
慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
る

事
は
、
平
和
に
つ
い
て
た
だ
た
だ
「
平
和
、
平
和
」
と

唱
え
れ
ば
平
和
が
来
る
の
で
は
な
く
、
戦
争
に
つ
い
て

し
っ
か
り
学
ぶ
事
が
平
和
に
つ
い
て
も
学
べ
る
と
感
じ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
生
活
で
も

学
ぶ
事
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
あ

ら
ゆ
る
所
で
国
歌
を
耳
に
し
ま
す
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
人

な
ら
誰
し
も
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
歌
が
流
れ
る
と
直
立
し

敬
意
を
込
め
て
国
歌
を
歌
い
ま
す
。 

ス
ク
ー
ル
で
も

毎
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱
が
あ
り
ま

し
た
。 

日
本
の
学
校
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
？ 

入
学
式

や
卒
業
式
に
国
歌
斉
唱
す
る
程
度
で
す
。
当
然
、
我
が

子
も
ろ
く
に
歌
え
ま
せ
ん
し
歌
詞
す
ら
暗
唱
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。 

あ
る
日
、
ス
ク
ー
ル
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
や
先
生
か
ら
「
日
本
の
国
歌
を
歌
っ
て
み
て
…
」
と

言
わ
れ
た
息
子
は
、当
然
な
が
ら
歌
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

す
る
と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
「
あ
な
た
、
本
当
に
日
本

人
な
の
？
な
ぜ
日
本
人
な
の
に
日
本
の
国
歌
を
歌
え
な

い
の
？
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
人

に
し
た
ら
不
思
議
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

早

速
、
日
本
国
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
、
平
和
を
願
う
素
晴

ら
し
い
歌
詞
だ
ね
…
と
一
緒
に
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
あ

る
日
、
息
子
は
セ
ロ
テ
ー
プ
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
一
枚

の
絵
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

「
何
故
、
破
れ
て

る
の
？
」
と
聞
く
と
、 

授
業
で
”将
来
な
り
た
い
職
業
”

を
テ
ー
マ
に
絵
を
描
く
課
題
が
出
た
そ
う
で
す
。 

息
子

は
、
将
来
は
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
イ
ー
ジ
ス
艦
に
乗

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
イ
ー
ジ
ス
艦
と
海
上
自

衛
隊
旗
の
旭
日
旗
を
描
き
ま
し
た
。 

す
る
と
、
普
段
仲

良
く
し
て
い
る
韓
国
人
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
い
き
な
り

絵
を
取
り
上
げ
、
作
品
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
…
と
い
い

ま
す
。 

息
子
に
し
た
ら
、
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
出

来
事
で
し
た
。
私
は
、
日
本
と
韓
国
と
の
歴
史
観
の
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
史
の
授
業
で
は
、

植
民
地
支
配
の
長
か
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
→

ア
メ
リ
カ
→
日
本
の
支
配
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。 

日

本
軍
は
残
虐
だ
っ
た
ら
し
い
…
と
言
わ
れ
た
と
い
い
ま

し
た
。
戦
争
で
残
虐
な
の
は
当
た
り
前
で
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
も
日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
人
も
い
れ
ば
日
本
軍
に
助

け
ら
れ
た
人
も
い
て
、
米
軍
に
殺
さ
れ
た
人
も
い
れ
ば

米
軍
に
助
け
ら
れ
た
人
も
い
る
…
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
。 

日
本
で
は
ま
ず
見
る
事
は
な
い
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル

ド
レ
ン
を
見
ま
し
た
。
家
族
が
い
る
有
り
難
み
を
学
び

ま
し
た
。 

ゴ
ミ
捨
て
の
意
識
の
違
い
を
学
び
ま
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
大
統
領
選
が
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
投
票

意
識
の
高
さ
、政
治
へ
の
関
心
の
高
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

仏
教
徒
の
我
が
家
で
は
あ
ま
り
宗
教
に
熱
心
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
多
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

の
信
仰
心
の
高
さ
を
学
び
ま
し
た
。 
日
本
の
核
家
族
化

と
違
い
、
家
族
・
親
族
間
で
経
済
的
に
助
け
合
い
、
家

族
を
と
て
も
大
切
に
す
る
姿
を
学
び
ま
し
た
。 
銃
社
会

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
日
本
が
い
か
に
安
全
か
を
学
び
ま

し
た
。 

ま
だ
ま
だ
あ
げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

3
年
間
の
セ
ブ
島
生
活
で
、
沢
山
の
経
験
を
し
、
沢
山

の
教
材
の
中
で
沢
山
の
知
恵
を
頂
き
、
無
事
日
本
帰
国

と
な
り
ま
し
た
。 

将
来
、
こ
の
経
験
が
我
が
子
の
人

生
の
肥
や
し
に
な
る
と
信
じ
て
… 

 

4
月
2
2
日
（
土
）
マ
ニ
ラ
日
本
人
会
診
療
所
の
日
本

人
医
師
、
菊
地
先
生
に
よ
る
診
療
を
た
く
さ
ん
の
方
々

が
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
次
回
は
1
0
月
で
す
。
皆
様

健
康
は
大
事
で
す
。
時
間
を
作
っ
て
診
療
に
受
け
に
来

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
現
地
の
カ
ル
テ
や
血
液
検
査
の
結
果
な
ど
あ

れ
ば
助
か
る
と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝶
谷
正
明

私
の
セ
ブ
で
の
暮
ら
し
が
満
１
１
年
を
迎
え
た
４
月
の

初
め
、
素
晴
ら
し
い
本
に
出
会
い
ま
し
た
。

「
P
o
b
l
a
c
i
o
n 

H
o
u
s
e
s 

i
n 

C
e
b
u
」
勝
手
に
つ
け
た
邦
題
「
ア
メ
リ
カ
植
民
地

時
代
の
邸
宅
」

著
者
：
山
口
潔
子
さ
ん

サ
ン
カ
ル
ロ
ス
大
学
出
版
局
刊

I
S
B
N 

9
7
8
-9
7
1
-5
3
9
-1
0
5
-4

９
９
９
ペ
ソ

英
語
の
本
と
聞
い
た
だ
け
で
頭
が
痛
く
な
る
の
は
、
私

も
同
じ
で
す
が
、
こ
の
本
の
素
晴
ら
し
さ
は
ペ
ー
ジ
を

開
く
ご
と
に
、
淡
い
中
に
も
セ
ブ
の
ま
ば
ゆ
い
光
に
あ

ふ
れ
た
日
本
的
な
水
彩
画
が
現
れ
る
の
で
す
。
そ
の
温

も
り
に
満
ち
た
絵
は
、
鉄
板
の
上
で
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
と

脂
が
跳
ね
る
ス
テ
ー
キ
で
は
な
く
、
陶
器
の
中
の
冷
え

た
豆
腐
の
よ
う
で
す
。
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
豊
に
、

そ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
出
来
き
る
こ
と
に
我
な
が
ら
驚
き

ま
す
。

著
者
の
山
口
さ
ん
は
、
滋
賀
県
出
身
、
名
古
屋
大
学
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
建
築
学
を
学
び
、
京
都
大
学

で
博
士
号
を
取
ら
れ
た
と
い
う
も
の
凄
い
才
媛
。
そ
の

上
、水
彩
画
の
大
家
。
現
在
は
京
都
の
町
屋
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
活
動
拠
点
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
そ
ん
な
気
振
り
な
ど
、
こ
れ
っ
ぽ
ち
も
な
い
気
さ

く
な
方
で
す
。

十
数
年
前
、
セ
ブ
の
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
大
学
で
教
鞭
を

取
っ
て
い
た
時
期
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
植
民

地
時
代
の
建
築
に
魅
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

セ
ブ
に
は
サ
ン
ト
ニ
ー
ニ
ョ
の
大
聖
堂
や
サ
ン
ペ
ド
ロ

要
塞
と
言
っ
た
著
名
な
建
築
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
伝
統
的
な
日
本
家
屋
か
と
思
わ
れ
る
建
物
を

見
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
造
の
２
階
建
て
（
一
階
部
分
は
石
造
り
の
こ
と
が
多

い
）
入
母
屋
造
り
の
屋
根
、
カ
ピ
ス
（
貝
を
薄
く
ス
ラ

イ
ス
し
た
も
の
）
の
は
ま
っ
た
障
子
を
思
わ
せ
る
引
き

戸
。

実
は
私
が
セ
ブ
に
来
た
て
の
頃
、
こ
れ
こ
そ
は
戦
前
セ

ブ
で
事
業
に
成
功
し
た
日
本
人
の
住
宅
で
は
な
い
か
と

妄
想
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
人

に
聞
い
た
り
し
た
結
果
、
日
本
の
影
響
が
皆
無
で
は
な

い
ま
で
も
、
直
接
の
関
係
は
な
さ
そ
う
で
す
が
。
山
口

さ
ん
も
、
確
証
は
な
い
が
カ
ピ
ス
障
子
（
私
の
勝
手
な

命
名
で
す
が
）
に
は
、
日
本
の
影
が
感
じ
ら
れ
る
と
の

意
見
を
お
持
ち
で
し
た
。

こ
の
本
に
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
１
０
０
年
前
の
富

裕
層
の
邸
宅
が
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

上
階
が
木
造
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
な
手
入
れ

が
で
き
ず
、
半
ば
朽
ち
つ
つ
あ
る
も
の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
家
の
周
り
で
は
子
供
が
遊
び
、
犬
が
吠
え
、

傾
い
た
看
板
や
電
柱
、
埃
っ
ぽ
そ
う
な
道
、
建
築
だ
け

に
焦
点
を
当
て
た
無
味
乾
燥
な
図
面
集
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
建
物
は
写
実
的
な
描
写
な
の
で
す
が
、
人
や
動
物

は
さ
ら
っ
と
し
た
線
描
に
色
を
付
け
た
だ
け
の
単
純
さ

の
中
に
、
息
遣
い
や
感
情
が
伝
わ
り
、
今
に
も
動
き
出

さ
ん
ば
か
り
で
す
。

山
口
さ
ん
は
建
物
を
描
く
と
同
時
に
、
住
ま
っ
て
い
る

人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
そ
う
で
す
。
彼
ら
の

祖
父
母
や
更
に
前
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
こ
の
家

を
建
て
た
動
機
や
背
景
、
年
配
者
で
あ
れ
ば
子
供
の

頃
の
様
子
な
ど
を
聞
く
日
本
人
に
皆
さ
ん
驚
き
な
が
ら

も
、
新
設
に
応
対
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
建
物
を

見
て
い
る
と
住
人
に
会
っ
て
み
た
い
衝
撃
が
抑
え
ら
れ

ず
、
気
が
付
く
と
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
い
た
と
か
。。。

セ
ブ
の
伝
統
的
な
高
床
式
の
住
居
が
ス
ペ
イ
ン
や
ア
メ

リ
カ
建
築
と
融
合
し
、
独
自
の
住
宅
様
式
が
生
ま
れ
た

こ
と
、
富
裕
層
が
伝
統
文
化
を
捨
て
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ

ズ
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
く
様
子

を
当
時
の
雑
誌
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。

是
非
一
度
手
に
と
っ
て
、
読
む
の
で
は
な
く
、
琴
線
に

触
れ
る
何
か
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す

           

春
の
墓
参
り

    

3
年
間
の
セ
ブ
島
生
活
を
終
え
て
・
・
・

    

4
月
無
料
医
療
相
談
の
報
告

    

素
晴
ら
し
い
本
の
ご
紹
介
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Japanese Food Park  •  Live mochi making
Karate demo  •  Cosplay contest  •  Yukata contest
Karaoke contest  •  Candy shower  •  Raffle prizes
Fire Dancers & Drums  •  Fireworks display

P20
Entrance Fee

FREE SHUTTLE BUS RIDE
SM Seaside City  •  Plaza Independencia  •  Sugbu Grounds

For more information, visit spectrum.ph/bonodori2017 or call (032) 231-4433

toTalisay City

to Cebu Cityto Cebu City

Plaza
Independencia

SM
Seaside City

Filinvest
Lantaw

Restaurant
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2017/03/01
国際交流基金マニラ日本文化センター

　　　　　第44回日本語スピーチコンテスト　審査結果

日時： 　2017年2月25日(土)　10：20～14：45
場所：Cinema 2, Shangri-La Plaza Mall (EDSA, Mandaluyong City)

順位 出場者氏名／所属／タイトル 賞

1

Ms.Quessy Faye Angeline O. Intrepido(Davao)
(Mindanao Kokusai Daigaku)

「本音と建前」
“True Feelings and Public Face”

順位 出場者氏名／所属／タイトル 賞

1

Ms.Quincyanne Mari Y. Tampo(Cebu)
(Advanced World Solutions, Inc.)

「ただ前へ、歩いていこう」
“Simply Go Forward - Let's Walk Together”

最優秀賞（日本旅行）

2

Ms.Leah P. Uytiongco(Manila)
(Nihongo Center Foundation)

「遅咲きの私」
“Late Bloomer”

審査員特別賞

順位 出場者氏名／所属／タイトル 賞

1

Ms. Angeline C. Ygrubay (Cebu)
(Alliance Software Inc.)

「苦しみの中を歩くあなたへ…」
“To You Who Walks Through the Hardships…”

優秀賞

2

Ms. Stephanie Michelle T. Magaway (Manila)
(Unmei Nihongo Center)

「私のかけがえのない思い出」
“My Irreplaceable Memories”

優秀賞

学生部門

オープン部門

社会人部門

今大会開催にあたり、多くの皆様より温かいご寄付をいただきました。
この場をお借りし心よりお礼申し上げます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
セブ日本語弁論大会実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜ご寄付を頂いた皆様＞
ABENDAN JAPANESE LANGUAGE CORPRATION
ADVANCED WORLD SYSTEMS, INC.
BANRI NOODLE HOUSE
CEBU MITSUMI, INC.
CEBU OGAWA PHILIPPINES, INC.
CONSULAR OFFICE OF JAPAN IN CEBU
CSY OUTSOURCING
JAPAN FOUNDATION, MANILA
JAPANESE CHAMBER OF COMMERCE & INDUSTRY OF CEBU, INC.
KYOCERA DOCUMENT SOLUTIONS DEVELOPMENT PHILS., INC.
MOBILIA PRODUCTS INC.
MURAMOTO AUDIO VISUAL PHILS. CORP.
MR. AKIO ONO
MR. HIROSHI OGAWA
MR. MAKOTO OSADA
MR. YUKIHIRO MIMURA
MS. KINUE SAKURAI
MS. SHIGEMI TERADA
NEC TELECOM SOFTWARE PHILS., INC.
NIPPON EXPRESS PHILS., CORP.
PHILIPPINE MINING SERVICE CORP.
RICOH IMAGING PRODUCTS (PHILS.) CORP.
TAIYO YUDEN PHILS., INC.
TAMIYA PHILS., INC.
TSUNEISHI HOLDINGS CEBU INC.
WACABA HOUSE

訃報

日本人会会員の瀧田栄一様が、3 月 10 日、享年 77 歳で永眠され
ました。

瀧田様は 1988 年と 1989 年に補習校の校長も務めていただきま
した。

セブ在住者向けビジネス英語クラス（中級者）
毎月第 2、第 4 水曜日開催（5 月 10 日＆ 24 日　6 月 7 日＆ 21 日）

　場所：QQ English (IT Park Skyrise4 ビル 8 階 )
　時間：6:30PM ~ 8:00PM
  参加費：P200.00/ レッスン

　（お試しを兼ねて、1 回からの参加も歓迎致します）
　参加希望・お問い合わせは、下記までお願いします。

　電話：032-318-9600　E-mail: desiree@qqeng.com
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■食材店
町屋マート

■ホテル・ビーチリゾート
Movenpick Hotel Mactan Island Cebu
Shangri-La's Mactan Resort and Spa Cebu
Marco Polo Plaza Cebu Hotel
Maribago Blue Water
Waterfront Cebu City Hotel
Waterfront Airport Hotel
Waterfront Insular Hotel Davao
Jpark Island Resort & Waterpark Cebu
Crimson Resort and Spa Mactan 
Maribago Bluewater
Blue water SUMILON ISLAND
Blue water PANGLAO BEACH
Raddison Blu Cebu
Marco Polo Plaza Cebu Hotel
Waterfront Cebu City & Casino
Waterfront Airport Hotel & Casino Mactan
Waterfront Insular Hotel Davao
Lubi Resort Santander
Anemone Resort and Tours Cebu
Cebu City Marriott Hotel

■ダイビング・マリンスポーツ
アクアマリンオーシャンツアーズ
( マリンアクティビティ）

ブダンディン・マリン・ダイバー

アクアバディス
エメラルドグリーン・ダイビングセンター
 マクタン店
 サンタンダー店

■飲食店
【セブ市】
遊々亭（和食）
はる / 旧さっちゃん（お好み焼き）
 タランバン店
悟空（和食）マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q 兵衛（和食）
Jazz'n Bluz（レストバー）
TYMAD BISTRO（フランス料理）
夢屋喜兵衛（和食）
AMPERSAND（西洋料理）
寿や（ラーメン）
ラーメン空 / やきとり備長炭
秋田 /AKITA ( 和食 )
Mio Cafe and Restaurant
( フィリピン料理）
韓陽苑（焼肉レストラン）

■旅する
フレンドシップツアーズ
KSB トラベル
AS レンタカー

■飲食店
【マンダウエ市】
神楽（和食）
らーめん野武士（ラーメン）
オイスターベイ（シーフード）
スキレット（和洋食）
HAPPY SUMO( 和食 )
Tao Yuan( 中華料理 )

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル（フィリピン料理）
花魁（和食）

■美容・健康
ワウ・セブ歯科医院（歯医者）
スマイルデンタル（歯医者）
Japanese Tea Lounge( マッサージ）

■レジャー・スポーツ
セブトップ

（遊覧飛行、体験飛行）

■その他
Character Studio

（オリジナルグッズ）
誰でもヒーロー ( ボランティア )
NPO セブンスピリット /Sevnsprit（ボラン
ティア）
ジャパン支援センター（退職者ビザサポート）
QQ English ( 英会話学校）
D'Tratou Cebu( 翻訳業務 )
Sky Water Park( プール＆レストラン )
Japanese Tea Lounge( マッサージ )
Wabi Linkage Corporation( 翻訳業務 )

割引き、もしくは特別サービス御座います。
必ず会員証をご持参ください

セブ日本人会　協賛店 /協賛ホテル一覧

IDカード更新のお知らせ
セブ日本人会では 2 年に 1 度会員の皆様に配布している ID カードを更新しています。つきましては近日中に更新用の用
紙を配布いたしますので　更新希望の方は速やかに提出をお願いします。ID カードは協賛店 / 協賛ホテルからのサービ
スを受ける事が出来ます。更に緊急時の連絡先や簡単な身分証明としても使用可能です。会員にとってはかなりのメリッ
トを受けれますので　是非皆様更新の手続きにご協力ください。

未だ ID カードの手続きをされていない会員の方もこの機会に取得されることをお勧めします。ID カードの更新、新規
は無料です。紛失などで再発行の　場合は実費費用負担をお願いしています。負担額は 100-200 ペソです。

■飲食店
【セブ市】
幸 全店 ( 日本食レストラン）
麻布（日本食レストラン）
一力茶屋（日本食レストラン）
Canvas Bistro Bar & Gallery( 洋食 )
Circa 1900( 洋食 )

広告募集中です。セブ島通信の発行費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。
【広告代金】①　3 分の１　２段　　800 ペソ

②　2 分の１　２段　1,200 ペソ
③　3 分の 2　 2 段　1,600 ペソ
④　全幅  　　 ２段　2,400 ペソ

【お願い】①　最低 6 ヶ月は継続してください。
②　この 3 号分は同一原稿です。
③　お支払は前払原則です。
④　完成した原稿をお持ちください。

【お申込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032-343-8066
FAX： 032-343-7663
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広告掲載募集

★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、
    お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を
    公募しております。

現在セブでは 41箇所
に設置済みです
日本と同じでリモート
一つでテレビが観れる

032-492-1953
0917-622-9863

A コース（民放８チャンネル）
　　　　　　　　　₱18000 / 年

B コース（民放 ,WOWOW,BS）
　　　　　　　　　₱27000 / 年

SHIRONA MART
シロナマート

電話番号：032-492-1953
営業時間：11：00 ‒ 21：00
住所：
1F Sebastien Hotel,  M.L. Quezon National Highway, 
Lapu-Lapu City
( マクタンニュータウンゲートすぐ横、セバスチャンホテル 1 階です )

FOR SALE
アルタビスタ・ゴルフ・アンド・カントリー
クラブの B クラスシェアを販売希望です。
外国国籍の方向きです。
価格：₱ 450,000 ( 交渉可、税別 )
必要経費等は購入される方持ちになりま
す。
Share only. 'B' Class at Alta Vista Golf 
and Country Club - Good for foreigners 
to purchase.
₱ 450,000 negotiable.
The price indicated is net - all 
expenses are for the account of the 
buyer.
Contact: Henry 0917-720-7881 
( 連絡先 )

D’ Tratou Cebu Translation & Travel Assistance

・・・日英翻訳・・・

・・・遺族年金申込手続・・・

( 横浜市立大学文理学部英文科卒 鈴木了 )
(Document Translator): Rio Suzuki [MEL in Yokohama City Univ.]

✱公文書 / 証明書 (Official Documents / Certificates) ✱契約書等 (Contracts / Agreements)

✱仕様書 / マニュアル (Business Technical Specifications)

(Procedures for Pension Benefits to a Filipina family)
*Cedula, *BIR Cert, *Barangay Cert, *Child ID, etc.

( 日本国での担当：中原周太郎　行政士 )
Please feel free to inquire directly!

・・・法律相談・・・
(Legal Advice & Assistance)

フィリピン国弁護士による諸手続・法律相談
( 会社設立 (SEC・DTI)(Mepz 含む ) 養子縁組・離婚・その他訴訟 )

( 担当：弁護士  ダニロ シノブハン  日本語できます )
◆ Inquiry: Cell: 0917-7171-839. Tel & Fax: (032)263-0614

◆ Email: suzukicebu@yahoo.co.jp ◆Website:www.cebu-mactan.jp
www.mactanboy.com

最高のロケーション ( アヤラデパートまで徒歩７分 )・
フィットネスプール、TV, 調理器具、ダブルベッド、エ
アコン、ソファー、窓カーテンすべての生活用品が完備
しています。新築２年のスタジオタイプ。

契約書は日本語、日本での支払い可能
（日本人への賃貸希望）

セブでの連絡先・現地案内 (無料 )は 263-0614[ 鈴木 ]

にどうぞ！契約詳細等は大阪市在住の女性・竹田さん (所

有者 )に直接お問い合わせ頂きます。

[参考 ]：最小期限１年、月 4万 5千ペソ、長期契約は割引。

共有料金等は直接ご相談頂きます。

※その他リロアン町高級団地「ドロス不動産」に家屋所有。
竹田さんの母親の隠居家 (2F) ですが、フィリピンメード
だけだと不安なので一緒に住んでくれる日本女性 (夫妻
可 )を探しています。寝室 4部屋あり 3部屋、その他は
自由にお使いいただけます。家賃格安。ご相談ください。

--- 問い合わせ ---

--- 賃貸料 ---

◆ セブの問い合わせ：     0917-7171-839.  (032)263-0614
◆ Email: suzukicebu@yahoo.co.jp   www.cebu-mactan.jp

パジェットコンド・賃貸 ( 日本人所有 ) のご案内

電話：(032)495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349(日本語可)
場所：Anemone Resort 内
　　   Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆
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【
卒
業
式
】

三
月
二
十
五
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
、
降

幡
領
事
、
浅
井
日
本
人
商
工
会
会
頭
、
藤

岡
日
本
人
会
副
会
長
、
黒
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

出
席
の
も
と
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
卒
業
生
は
、
小
学
部
が
六
名
、
中

学
部
が
三
名
で
し
た
。
卒
業
証
書
を
校
長

か
ら
手
渡
さ
れ
る
際
に
は
、
毎
年
の
恒
例

と
な
っ
た
担
当
講
師
か
ら
の
各
卒
業
生
に

送
ら
れ
る
ひ
と
こ
と
が
添
え
ら
れ
ま
し

た
。

生
徒
自
身
が
考
え
た
答
辞
も
個
性
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
い
つ
も
み
ん
な
で
練
習

を
し
て
い
た
高
学
年
の
合
唱
も
、
卒
業
式

に
た
い
へ
ん
合
っ
て
い
て
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

答
辞

ぼ
く
の
生
ま
れ
た
セ
ブ
は
南
の
島
ら
し
く

一
年
中
暑
い
で
す
。
ぼ
く
は
豊
か
な
自
然

の
中
で
育
ち
ま
し
た
。

ぼ
く
は
セ
ブ
日
本
人
補
習
校
に
小
学
三
年

生
で
入
学
し
、
七
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

運
動
会
の
親
子
二
人
三
脚
で
は
、
い
つ
も

お
父
さ
ん
と
一
位
で
し
た
。

去
年
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
巡
回
授
業

で
、
ぼ
う
し
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。

ぼ
く
は
今
、
卒
業
証
書
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
四
月
か
ら
も
こ
の
学
校
で
勉
強
を

続
け
ま
す
。

二
〇
一
七
年
三
月
二
十
五
日

セ
ブ
日
本
人
補
習
授
業
校

卒
業
生
代
表　
　
　

栗
田
き
あ
ん

【
ひ
な
ま
つ
り
】

三
月
四
日
の
三
時
間
目
に
、
ひ
な
ま
つ
り

を
行
い
ま
し
た
。今
回
の
ひ
な
ま
つ
り
は
、

み
ん
な
で
ち
ら
し
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。

炊
飯
器
で
炊
い
た
ご
飯
に
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
寿
司
酢
を
混
ぜ
、
カ
ニ
カ
マ
、
き

ぬ
さ
や
、
桜
で
ん
ぶ
、
錦
糸
卵
を
彩
り
よ

く
飾
り
付
け
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
初
め
て
の
体
験
で
、
み
ん
な
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
っ
た

ら
家
で
も
作
る
と
、
寿
司
酢
の
作
り
方
を

講
師
に
聞
い
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

ひ
な
あ
ら
れ
も
配
ら
れ
、
た
の
し
い
ひ
な

祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
午
後
ク
ラ
ス
の
高
学
年
は
、
ひ
な
人

形
の
片
付
け
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ひ
な
人
形
に
さ
わ
る
機
会
も
な
い
の
で
、

み
ん
な
お
っ
か
な
び
っ
く
り
人
形
に
触
れ

て
い
ま
し
た
。

【
我
が
子
に
日
本
語
を
教
え
る
】

　　
　
　
　
　

小
三
担
当　

水
野
摩
尼

外
国
で
生
ま
れ
育
つ
子
供
を
持
つ
者
と
し

て
、我
が
子
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
は
、

簡
単
な
よ
う
で
た
い
へ
ん
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

私
の
子
供
も
セ
ブ
生
ま
れ
の
セ
ブ
育
ち
で

あ
り
、周
り
は
セ
ブ
ア
ノ
語
（
ビ
サ
ヤ
語
）

を
話
す
環
境
で
し
た
。
私
も
日
常
会
話
く

ら
い
の
ビ
サ
ヤ
語
は
理
解
で
き
ま
し
た

が
、
子
供
に
対
し
て
は
、
日
本
語
を
貫
い

て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
最
初
は
理
解
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
意
思
疎
通
は
た

い
へ
ん
面
倒
で
し
た
。
日
本
語
で
言
っ
て

か
ら
、
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
な
ら
後
か

ら
ビ
サ
ヤ
語
を
加
え
る
。
そ
う
し
て
い
る

う
ち
に
、
何
と
な
く
日
本
語
を
理
解
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
徐
々
に
ビ
サ
ヤ
語
を

使
わ
な
く
て
も
日
本
語
だ
け
で
理
解
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
段

階
で
は
ま
だ
話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

言
葉
が
出
て
こ
な
い
し
、
外
国
人
の
発
音

で
す
。
特
に
「
つ
」
の
音
が
何
度
言
っ
て

も
「
ち
ゅ
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私

は
日
本
語
、
子
供
た
ち
は
ビ
サ
ヤ
語
と
い

う
へ
ん
な
会
話
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
る
と
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ

ナ
・
漢
字
も
教
え
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
身

を
入
れ
て
勉
強
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
諦
め
ず
に
一
日
五
分
程
度
、
国

語
の
教
科
書
の
音
読
を
欠
か
さ
ず
（
私
の

日
本
に
住
む
母
に
ス
カ
イ
プ
で
）
や
っ
て

い
る
う
ち
に
、
何
と
な
く
字
も
読
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
悩
み
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
私

の
両
親
は
元
気
だ
っ
た
の
で
、
長
男
を
小

学
三
年
の
一
年
間
、
両
親
の
も
と
か
ら
日

本
の
小
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
本
人
に
と
っ
て
、「
日
本
語
を
理
解

で
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
何
よ
り
心
強

か
っ
た
よ
う
で
、
意
外
に
も
す
ん
な
り
と

日
本
の
学
校
生
活
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ

し
て
み
る
み
る
う
ち
に
日
本
語
を
上
達
さ

せ
ま
し
た
。
一
年
が
終
わ
る
と
、
ほ
ぼ
日

本
人
並
み
に
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
予
想
以
上
の
効
果
だ
っ
た
の

で
、
次
の
年
に
は
小
学
二
年
の
次
男
を
日

本
に
行
か
せ
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
我
が
家
は
家
庭
内
日
本
語
に

な
り
ま
し
た
。
時
間
が
経
ち
、
読
み
書
き

の
方
は
ど
ん
ど
ん
忘
れ
て
い
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
聞
く
、
話
す
こ
と
は
、
今
も

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

正
直
、
子
供
が
理
解
す
る
言
語
で
意
思
疎

通
を
行
っ
た
方
が
楽
で
す
。
が
、
そ
れ
ほ

ど
自
分
の
ビ
サ
ヤ
語
に
も
自
信
は
な
い
の

で
、
日
本
語
で
通
し
て
よ
か
っ
た
と
今
は

感
じ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
新
入
生
を
迎
え
る
前
に
、
父
兄

と
面
談
を
し
ま
す
が
、
そ
の
際
、
家
庭
内

の
言
語
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。そ
し
て
、

家
庭
内
で
日
本
語
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い

と
い
う
方
に
は
、
な
る
べ
く
使
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

現
実
と
し
て
、
忙
し
い
日
々
の
中
で
、
あ

ま
り
理
解
し
な
い
言
語
を
わ
ざ
わ
ざ
使
う

の
は
、簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

忍
耐
強
く
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
理
解
さ
え
で
き
れ
ば
、
話

す
こ
と
、
読
み
書
き
は
あ
と
で
本
当
に
本

人
が
や
る
気
に
な
っ
た
時
に
覚
え
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
同
居
し
て
い
る
姑
も
、
毎

日
、
私
の
日
本
語
を
聞
い
て
い
る
の
で
、

日
本
語
の
理
解
力
は
か
な
り
あ
り
ま
す
。

ど
う
せ
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
と
思
っ

て
悪
口
な
ど
も
言
え
な
い
レ
ベ
ル
で
す
。

【
入
学
式
】

四
月
一
日
、
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
、

鶴
岡
セ
ブ
領
事
事
務
所
所
長
、
浅
井
日
本

人
商
工
会
会
頭
、田
中
日
本
人
会
副
会
長
、

黒
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
出
席
の
も
と
、
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生
は
、

七
名
で
す
。
入
学
式
で
は
、
一
人
一
人
の

名
前
を
呼
ば
れ
、
み
ん
な
元
気
に
返
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

四
月
一
日
時
点
で
の
生
徒
数
は
、
小
学
部

と
中
学
部
合
わ
せ
て
五
十
五
名
で
す
。

本
年
度
の
担
当
講
師

校
長　

松
田　

一
人

小
学
一
年　

加
藤　

佳
子

小
学
二
・
四
年　

大
庫　

信
子

小
学
三
年　

水
野　

摩
尼

小
学
五
年　

若
菜　

紀
子

小
学
六
年　

佐
々
木　

彩
子

中
学
一
・
二
・
三
年　

蝶
谷　

正
明

Ｊ
１　

佐
藤　

翔
一

Ｊ
２　

岡
田　

恵
美
子

Ｊ
３　

林　

美
恵
子
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広告掲載のお礼

この度フリーペーパー各社（セブトリップ、咲楽、セブポット様）のご厚意によ
り日本人会の情報、お知らせを無料で掲載していただくことになりました。
いろいろな情報がたくさんの方に発信できるようになり関係者一同喜んでいます。
この場を借りて御礼を申し上げます。

セブ日本人会　会長　櫻井絹恵

私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
運
転
免
許
証
を

持
っ
て
い
る
。
恐
ろ
し
く
て
と
て
も

じ
ゃ
な
い
け
ど
、
車
の
運
転
は
で
き

な
い
が
、
近
所
を
オ
ー
ト
バ
イ
で
ウ

ロ
ウ
ロ
す
る
く
ら
い
の
た
め
に
わ
ざ

わ
ざ
取
得
し
た
。
こ
れ
が
三
年
に
一

度
、
更
新
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
元
の
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は
、

す
ぐ
に
新
し
い
免
許
証
を
発
行
は
し

て
く
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
こ
こ
数

年
の
更
新
は
セ
ブ
シ
テ
ィ
の
シ
ュ
ー

マ
ー
ト
ま
で
出
向
い
て
い
る
。
こ
こ

で
は
新
し
い
免
許
証
が
そ
の
日
の
う

ち
に
発
行
さ
れ
る
。
と
さ
れ
て
お
り
、

実
際
、
二
時
間
く
ら
い
で
更
新
が
で

き
、
新
し
い
免
許
証
を
受
け
取
れ
て

い
た
。
し
か
し
今
回
の
更
新
は
、
受

け
付
け
る
段
階
か
ら
、
当
日
に
は
新

し
い
免
許
証
は
渡
せ
な
い
、
と
お
知

ら
せ
が
あ
っ
た
。
何
で
も
免
許
証
に

使
用
さ
れ
る
カ
ー
ド
の
在
庫
不
足
と

い
う
本
当
か
嘘
か
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
一
応
、
み
ん
な
そ
ん
な
理
由
で

納
得
を
し
て
い
た
。
私
の
誕
生
日
は

七
月
だ
っ
た
が
、
そ
の
頃
、
五
月
く

ら
い
に
受
け
付
け
た
人
が
受
け
取
っ

て
い
る
、
と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
、

二
ヶ
月
程
度
待
て
ば
新
し
い
免
許
は

手
に
入
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
新

し
い
免
許
証
が
手
に
入
ら
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
の
手
続
き
に

た
っ
ぷ
り
時
間
を
費
や
し
、
よ
う
や

く
仮
の
免
許
証
と
い
う
ペ
ラ
ペ
ラ
の

紙
切
れ
を
も
ら
い
帰
っ
て
き
た
。
そ

れ
か
ら
シ
ュ
ー
マ
ー
ト
に
出
向
く
度

に
免
許
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
が
、
ぜ

ん
ぜ
ん
私
の
免
許
証
は
出
来
上
が
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
近
所
の
人
に
六
月
に

手
続
き
を
し
た
人
が
い
た
が
、
十
二

月
に
な
っ
て
も
ま
だ
受
け
取
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
放
っ

て
お
い
た
。
そ
し
て
三
月
の
終
わ
り

頃
に
、
そ
う
い
え
ば
と
思
い
出
し
、

シ
ュ
ー
マ
ー
ト
に
出
向
い
た
ら
で
き

て
い
た
。
受
け
取
っ
て
、
そ
の
ま
ま

小
切
手
を
換
金
す
る
た
め
に
銀
行
に

行
き
、
よ
く
よ
く
見
る
と
、
な
ん
と

性
別
が
男
性
に
な
っ
て
い
た
。
今
ま

で
シ
ュ
ー
マ
ー
ト
で
何
度
も
更
新
し

て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て

で
あ
っ
た
。
驚
い
て
す
ぐ
に
免
許
セ

ン
タ
ー
に
戻
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
そ

の
前
に
換
金
だ
。
小
切
手
を
換
金
す

る
時
に
は
、
身
分
証
明
書
が
必
要
だ

が
、
こ
の
ま
ま
出
す
と
、
私
は
ど
う

見
て
も
オ
バ
チ
ャ
ン
に
見
え
る
け
ど
、

実
は
オ
ジ
チ
ャ
ン
な
ん
だ
、
と
銀
行

員
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た

の
で
、
別
の
身
分
証
明
書
を
提
示
し

た
が
、
銀
行
員
は
納
得
せ
ず
、
結
局
、

オ
ジ
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
い
る
運
転
免

許
証
を
渋
々
出
し
た
が
、
無
事
に
換

金
で
き
た
。

そ
し
て
免
許
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
と
、

お
世
辞
に
も
愛
想
が
あ
る
と
は
言
え

な
い
お
姉
さ
ん
に
、「
こ
こ
じ
ゃ
直
せ

な
い
か
ら
地
元
の
免
許
セ
ン
タ
ー
に

行
け
。」
と
言
わ
れ
た
。
な
ぜ
こ
こ

で
更
新
し
た
の
に
、
地
元
の
免
許
セ

ン
タ
ー
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
い
き
な

り
性
別
が
変
わ
る
の
か
、
と
い
う
疑

問
を
投
げ
つ
け
る
隙
も
な
く
、
あ
と

は
徹
底
的
に
無
視
を
さ
れ
た
。
仕
方

が
な
い
の
で
、
人
の
よ
さ
そ
う
な
オ

ジ
サ
ン
係
官
を
捕
ま
え
た
が
、
こ
う

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
国
家
統
計

局
発
行
の
出
生
証
明
書
を
持
っ
て
地

元
の
免
許
セ
ン
タ
ー
に
行
く
し
か
な

く
、
こ
こ
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
、

と
言
わ
れ
た
。「
あ
の
、
私
、
国
家
統

計
局
発
行
の
出
生
証
明
書
な
ん
て
な

い
ん
で
す
け
ど
。」
と
言
う
と
、
オ
ジ

サ
ン
係
官
「
何
で
？
」
と
、
真
顔
で

聞
か
れ
た
の
で
、「
日
本
人
だ
か
ら
。」

と
答
え
る
と
、「
あ
あ
、
お
前
の
お
父

さ
ん
は
日
本
人
な
ん
だ
な
。」
と
し
た

り
顔
で
言
わ
れ
た
。
も
う
め
ん
ど
く

さ
い
の
で
、
ハ
イ
っ
て
答
え
て
、
代

わ
り
に
パ
ス
ポ
ー
ト
で
い
い
と
教
え

て
も
ら
っ
た
。

そ
し
て
地
元
の
免
許
セ
ン
タ
ー
に
出

向
き
、
事
情
を
説
明
す
る
と
、
す
ぐ

に
受
け
つ
け
て
く
れ
た
。
何
も
連
絡

が
な
か
っ
た
場
合
、
三
週
間
で
訂
正

さ
れ
る
か
ら
ま
た
来
い
と
言
わ
れ
た
。

ま
ぁ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
か
ら
と
余
裕

を
持
っ
て
二
ヶ
月
く
ら
い
後
に
再
度

行
っ
た
が
、
私
の
性
別
は
男
性
の
ま

ま
で
あ
っ
た
。
何
で
も
こ
う
い
う
訂

正
を
す
る
と
こ
ろ
は
マ
ニ
ラ
で
、
し

か
も
窓
口
は
一
つ
し
か
な
く
、
要
請

は
し
て
い
る
が
、
ま
だ
私
の
番
で
は

な
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ
性
別
が
ま
ち
が
っ

ち
ゃ
っ
た
人
リ
ス
ト
の
一
覧
表
を
見

せ
て
く
れ
、
私
は
上
か
ら
五
番
目
く

ら
い
だ
っ
た
の
で
、
た
ぶ
ん
あ
と
二

週
間
く
ら
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
五
番
目
な
の
に
ど
う
し
て
二
週

間
も
か
か
る
の
か
は
突
っ
込
み
た
い

の
を
我
慢
し
て
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
放
っ
て
お
い
て
、
し
ば
ら
く
し
て

免
許
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
た
ら
、

無
事
に
性
別
は
訂
正
さ
れ
て
い
た
。

本
部
の
デ
ー
タ
上
で
は
。
そ
し
て
こ

れ
で
問
題
が
な
い
か
ら
、
も
う
一
度
、

免
許
証
発
行
手
続
き
を
す
る
よ
う
に

当
た
り
前
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
そ

し
て
こ
れ
ま
た
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
う
一
度
、
更
新
用
紙
に
記
入
を
さ

せ
ら
れ
、
お
金
も
払
わ
さ
れ
た
。
昔

み
た
い
な
貧
乏
だ
っ
た
ら
、
絶
対
に

暴
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
今
は
経
済

的
に
余
裕
も
出
て
き
た
の
で
、
黙
っ

て
払
っ
た
。
勝
手
に
間
違
え
て
お
い

て
、
も
う
一
度
金
を
取
ら
れ
る
な
ん

ぞ
詐
欺
か
恐
喝
か
、
と
心
の
中
で
悪

態
を
つ
き
な
が
ら
笑
顔
で
。

二
カ
月
後
に
カ
ー
ド
の
免
許
証
は
で

き
る
、
と
そ
の
時
言
わ
れ
た
が
、
ま

だ
で
き
て
い
な
い
。
最
初
の
手
続
き

か
ら
そ
ろ
そ
ろ
二
年
が
経
つ
。
と
い

う
こ
と
は
来
年
は
ま
た
更
新
だ
。
更

新
ま
で
に
免
許
証
は
果
た
し
て
出
来

上
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

間
の
悪
い
こ
と
に
外
国
人
登
録
証
も

更
新
と
な
り
、
こ
れ
ま
た
な
か
な
か

出
来
上
が
っ
て
来
な
い
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と
な
る
と

身
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な
く
、
本
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で
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る
。
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方
が
な
い
の
で
、
性
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が
男
性
に
な
っ
て
い
る
運
転
免
許
証

を
ど
こ
で
も
出
し
て
い
る
が
、
一
度

も
突
っ
込
ま
れ
た
こ
と
は
な
い
。
こ

ん
な
こ
と
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
お
金
ま

で
出
し
て
新
し
い
免
許
証
を
作
る
こ

と
も
な
か
っ
た
と
か
な
り
後
悔
し
て

い
る
。

女36歳　セブ島で楽しく明るい貧乏生活
JUNKO

常夏のセブに、本物の夏がやってきました。日中外での作業はもはや危険なレベルの暑さが毎日続いています。幸い事務作業の多い私は、基本的
には日中は外に出ることがないので助かりますが、外での作業をしているフィリピン人を見ると、心から尊敬します。
極力外に出たくない私ですが、最近ちょこちょこ外に出かける機会があります。なぜなら、セブの夏の風物詩「盆踊り大会」が近づいているから
です。私は毎年日本人会会員として、盆踊りの実行委員会をお手伝いさせていただいており、現在まさにその準備が佳境を迎えています。盆踊り
に関してここで語り始めると止まらないので、今回は私の支援する DAREDEMO HERO の子供たちにとって、盆踊り大会がどんな存在なのかを
ご紹介したいと思います。
この盆踊りは、ちょうど私がセブに来た 3 年前からスタートし、今年で 4 回目の開催となります。初回の 1 年目から子供たちは「国歌斉唱」「盆
踊りのデモンストレーション」という大役を授かり、猛練習をしたのを昨日のことのように思い出します。子供たちにとって、フィリピン国歌は
毎日歌う機会がありますので、今更練習する必要はありません。しかし日本国歌となると、フィリピン人には馴染みのないテンポと音階、さらに
その意味の解説には相当苦労をしました。今では子供たちも鼻歌で日本国歌を歌うほど定着しています。また盆踊りも、ヒップホップやフィリピ
ンの伝統舞踊は得意な子供たちでも日本特有の「はんなり」した動きを教えるのは、なかなか至難の業でした。
さらに一年目には DAREDEMO HERO で 4 基のお神輿を制作しました。これには子供たちだけでなく、たくさんのお父さん、お母さんたちの協
力がありました。お神輿というものがどんなものか分からないなか、写真を見ながらアイディアを出し合い完成させ、当日は会場を盛り上げるこ
とができました。
盆踊りではこれまで、貧困地区の貧しい家庭で、ひっそりと生活していた子供たちが、突然 1 万人以上の前でステージに立つ機会を頂いたのです。
はじめは緊張していた子供たちも、年々自信に満ち溢れ、堂々とステージに立つことができるようになりました。子供たちにとって一生懸命練習
をして、仲間と一緒に何かを成し遂げるということは、なにものにも代えがたい貴重な経験です。そのような経験を共有できることが、スタッフ
である私自身の糧にもなっています。
今年は昨年までと違い、子供たちの夏休みにあたる 5 月末の開催になります。盆踊りに向けた練習が、子供たちの夏休みの課題にもなっています。
盆踊り終了後、子供たちとどんな感動を分かち合うことができるのか、今からとても楽しみです。また、この盆踊りを作り上げている実行委員会
の皆さん、協賛者様や出店者様、ご来場いただくお客様皆様とひとつの空間を共有できることが本当に待ち遠しいです。皆様のご参加、ご来場を
お待ちしております！


